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研究成果の概要（和文）：　社会から孤絶させ内面を表現するアール・ブリュットの作家というイメージが使わ
れ、正常者がアートを用いて異常者をセラピーするという古典的なアートセラピーのイメージが使われる。どち
らも社会から孤絶したところで患者個人に内面を表現させた。精神医学と芸術には別の出会い方の探索が我々の
出発点であり、参照点はフランスのリールである。鍵となるのがリールが、その先行研究としたイタリアのトリ
エステのOperatoreという言葉であった。それは精神保健サービスの「スタッフ」の総称のことである。しか
し、オペレラトーレという呼称を明確に用いなくとも、アートを脱差別化して導入することで総称化的な脱差別
が可能になる。

研究成果の概要（英文）： We often use the way of saying, art therapy and art brut in case of using 
the art in the field of psychiatry. The image of patient isolated from society as artist of art brut
 and the image of artーtherapiste who treat the patients as abnormal people, these two images are 
often used. With these images, we force the patients to express their inner world.
 In this survey,we make the new encounter between psychiatry and art.   The referent place is Lille,
 France. There, the most important thing is not the psychiatric illness but the difficulties in the 
life.   Not knowing about the way of saying, Operatore in Italie especially in Trieste, Lille makes 
the artists as Operatore and they participate in mental health service. With this word, Operatore, 
we stop to  use the job name or the illness name as the name of individuals. In this survey, the 
artist functions as Operatore who functions to make the network of individuals  without making art・
brut or doing art therapy. 

研究分野： 精神医学

キーワード： 精神医学　ソーシャルエンゲージドアート　アール・ブリュット　アートセラピー　脱制度化　脱施設
化

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
  アーティストが重要になるのは、所与の「精神の病」でなく、人の生活を中心に置いて生命の危機への対応へ
と方向を大転換する時である。鍵となるのがオペラトーレ（Operatore）という言葉で、シンプルに精神保健サ
ービスの「スタッフ」のことである。しかし、精神科医や看護師という職種名で人が呼ばれ、診断名がそのまま
患者の呼称になることを防いだ。その意味で、リールでは、アーティストが精神医療に参画する意味が大きいこ
とが分かった。アートで町おこしをしているリールでは、日常生活でアーティストの動きが盛んで、それをオペ
ラトーレとして包含したのだ。日本でもオペラトーレを生み出す意義が大きいことを指し示した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 我が国では1990年頃から医療現場におけるアート活動を実践した報告が見受けられるように

なり、ホスピタリティアート、ホスピタブルアート、アート・イン・ホスピタルなどの呼称が生

まれた。病院から地域へと移行した障害者にも、デイケア、福祉施設、地域生活支援センターな

どで、アートを介在させた支援が頻繁に行われている。前者を医療とアート、後者を福祉とアー

トという枠組みで論じることはできるが、アートを名詞形のままにしていたのでは議論が深まら

ない現状がある。つまりこれを、アートセラピーやアール・ブリュットという名詞を使い説明し

切ろうとするのも無理がある。このままではアートを介した医療と福祉の連携の改革は実現のた

めにアートは定義されず、そのアートの価値について哲学的にすら議論できない。本研究では、

この際のアートの存在のあり方を探る必要があると思われた。このようなアートの特質について、

支援の人間関係に着目して、その存在意義を考察することが、フランスのリールで議論されてい

ること代表者は知った。アートと精神医療福祉を考案していることを明確に論じ始めているのは

リールだけである。代表者はこれまで、フランスの精神医療の拠点となったラボルド病院を取材

してきた。とりわけ医療とアート活動をふくめ多くの共同活動が、この病院に導入され、いかに

治療関係を改善するかについて研究してきた。その日本への応用可能性については、文部科学省

科学研究「病院環境をめぐる思想 ―フランス精神医学制度の歴史と現状から見えてくるもの

（2003年度～2005 年度）」の成果として編集した『医療環境を変える-「制度を使った精神療法」

の実践と思想』という著作で検討した。その後、不況による社会経済状況の悪化でフランスでは

ラボルド病院の方法を広く地域全体で参照する可能性が消滅したかのように思えていた。そのよ

うな状況下、精神科病院を全廃したイタリアの精神医療の歴史と現状をつぶさに調べ上げた研究

分担者・松嶋健（文化人類学）の協力で、2014 年8 月にイタリアのトリエステを訪問しインタ

ビュー調査を行なった。その際にトリエステでは「オペラトーレ」という風通しのよい同僚関係

の構築を治療の原動力としていることがわかった。トリエステのロベルト・メッツィーナ

（Roberto Mezzina）トリエステ精神保健局長、WHO 調査研修コラボセンター長の教示によると

「オペラトーレ」と呼ばれる人間関係を、医療保健福祉の専門家全員の呼称としていた。それを

さらにフランスのリールが独得の捉え方で導入したと、教示された。リールでの取材の際、アー

ト活動を豊富に活用することで、地域医療全体で支援者同士の関係改革に取り込んだことが分か

った。さらに、地域精神医療の責任者でジャン・リュック・ローラン（Jean-Luc Roelandt）医

師から、「ここで用いられているアートはアートセラピーでもなくアールブリュトでも近現代ア

ートでもない」と著作（注１）と論文（注２）を教示された_ 

（注１）Jean-Luc Roelandt: Manuel de psychiatry citoyenne.In Press Edition 2002 

（注２）Jean-Luc Roelandt et al: Community Mental Health Service. An experience from 

theEast Lille,France. Journal of Mental Health and Human Behaviour. 2014,19(1),10-18 

 一方で、リールではアールブリュットを近現代美術とともに展示するリール現代美術館の活動

が有名である。しかしリールでは、地域のアーティストおよび素朴なアート活動の地域精神保健

サービスへの参画を、支援者と被支援者の同僚関係の構築の具体的方策と考えていることが分か

った。フランスの経済的な苦境の中でこそ、リールのような地方の支援者関係が考案され得るこ

とが分かった。このような取材を、申請者が学術論文にして整理した時に、わが国においても、

アートやアーティストが、支援者側の人間関係を変え、治療的な環境を生みことが可能になると

議論できた。それは、ただアートを用いれば、柔らかい医療保健福祉が可能であると信じること

ではない。支援者と被支援者の関係が、支援者のパターナリズムか、被支援者の世話を焼きすぎ

るマターナリズムへ落ち込まないで、「オペラトーレ」として全職種が動くことが重要であった。



「オペラトーレ」は、英語のオペレーターとは全く異なる意味を持っていた。リールではそれが

ゆえに、アートを使うことで「オペラトーレ」を実践しようとした。リールはトリエステから学

んだことを発展的に実践していた。 

 代表者の在籍する大学のある福井県でもアートを支援に持ち込み始めていた。現在の拠点はひ

とつの病院（福井済生会病院）にある。今後、すでに存在している地域での活動との連携が起き

ていく段階にある。「ホスピタリティアート」、「ホスピタブルアート」、「アート・イン・ホ

スピタル」と地域でのアートの活用をどのように一貫して考えればいいのか、福井県では、これ

から議論が始まろうとしている。一方、隣接する滋賀県では地域でのアート活動が盛んであり、

病院と今後、連携をとる段階にある。現在、滋賀県では、仏像と近現代アートとアールブリュッ

トを同時に見せる試みが滋賀近代美術館（新生美術館として発足予定）で始まろうとしている。

ボーダレス・アートミュージアムNO=MAの開設（平成16 年）や「アール・ブリュット・ジャポネ」

展（平成22-23 年）をきっかけアールブリュットという呼称が広まり、近江八幡市にある社会福

祉法人,Glow がアールブリュット魅力発信事業実行委員会事務局として機能している。また同時

に、地域振興のために地域でもアートをいかに活用するか議論されている。以上のことを、申請

者は成安造形大学、芸術文化研究所「自然学」研究の客員研究員として調査してきた。

（http://www.seian.ac.jp/attached/art_info/）滋賀県では、地域から病院との連携を図る段

階に来ていることから、アールブリュットと「ホスピタリティアート」、「ホスピタブルアート」、

「アート・イン・ホスピタル」との間で、こまかな議論のすり合わせが求められている状態にあ

る。このように、福井県と滋賀県では、隣接する県でありながらも、アート活動の中心が、初期

条件として逆であることが分かった。 

２．研究の目的 

 外国における本研究においては、「オペラトーレ」というイタリアのトリエステの支援の同僚

関係について、関係者に取材しなおす目的があった。リールがトリエステの方針を単に輸入する

ことなく、どのようにアートセラピーとアールブリュットと自らの活動の差異を議論し始めたの

か、リールを取材し直し文献的にも考察する目的があった。 

 日本における本研究では、精神医療保健福祉領域においてアート活動を介在させることが、広

義のアートセラピーでも、アールブリュットでもない形で、効用をもたらすことを実証しようと

する目的があった。その際、イタリアの「オペラトーレ（同僚）」という人間関係から学びなが

ら、アートを支援に介在させる活動を考案したフランスのリールに範をとる。リールでは、アー

ト活動によってむしろ、支援者の生きやすさを育む工夫をしている。このリールの方法を日本に

啓発する。手始めに、病院がアート活動の拠点となっている福井県、アールブリュット運動が地

域アートの拠点である滋賀県、両県が、病院から地域へ／地域から病院へ、連携を開始していく

好機と捉え、両県を比較し、アート活動が新たな人間関係を生みだす可能性を実証的に啓発して

いく。 

３．研究の方法 

 トリエステからマリオ・コルッチ医師を日本に招き、リールからジャンリュック・ローラン医

師を日本に招いて聞き取りを行った。滋賀県の信楽青年寮にオペラトーレ概念を研究代表者と

分担者が伝えに行き、成安造形大学の学生と、支援者、アーティストを含めてオペラトーレの

活動を発生させる試み「みんなで歩く、湖（うみ）、島、お寺」展を行った。福井では、その滋

賀の試みを病院関係者に見せて動きの準備まで遂行した。 

４．研究成果 

「みんなで歩く、湖（うみ）、島、お寺」展に結実したプロジェクトを信楽青年寮と成安造形大



学で開催した。要点は、「みんなで歩く」というところにある。一緒に生活したわけではなくと

も共に歩いたことが重要なのである。「徒歩旅行は、人間であれ動物であれすべての生き物が地

球に居住するためのもっとも基本的な様式」であると人類学者ティム・インゴルドは言うが、

オペラトーレが介入し一緒に歩き動き回ることで同じものを違った風に経験し、それをかたち

にして分有する過程で別々の線が絡み合いひとつの織物を織り上げるこの展覧会で、展示され

たドローイングなどの作品とはまさにこのようなプロセスにほかならない。アーティストや学

生などのオペラトーレの介在によってこのような障害重視のものの見方を変革できた。病院ス

ッタフもここには参画しており、地域から病院への連携が小さいながらも、オペラトーレの介

入により始まることの実証を行えた。 
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